












A survey of Gymnastic for junior high school




















































まりそう思わない、そう思わない）を用いて、当てはまる項目に丸印と 1 ～ 3 位までの順位を付けてもらい、回答し
た理由も記述してもらった。
　統計処理については、先ず各調査項目の度数を算出した。その後は性別、年代、教員経験年数と各調査項目間の関





　性別は男性60.5%、女性39.5%（表 1 - 1 ）、年代は20代27.7%、30代34.5%、40代17.6%、50代以上20.2%（表 1 - 2 ）、
教員経験年数は 5 年未満16.7%、5 ～10年未満29.2%、10年～20年未満21.6%、20年以上32.5%（表 1 - 3 ）の結果であっ
た。
　調査項目 1（指導しにくい運動の領域）は器械運動38.5%、ダンス29.6%、武道14.1%、陸上競技及び体つくり運動5.1%、
水泳及び球技3.8%（表 2 - 1 ）、調査項目 2 （指導しやすい器械運動の種目【マット運動、跳び箱運動、鉄棒運動】）
はマット運動76.1%、跳び箱運動22.1%、鉄棒運動1.8%（表 2 - 2 ）、調査項目 3 （指導が難しいマット運動の技）は伸
膝前転39.4%、倒立23.1%、倒立前転13.5%、側方倒立回転10.6%、ロンダード10.5%、伸膝後転1.9%、後転1.0%（表
2 - 3 ）、調査項目 4 （器械運動の指導における研修会参加希望の有無）はそう思う45.0%、まあそう思う27.5%、あま
りそう思わない24.2%、そう思わない3.3%（表 2 - 4 ）、調査項目 5（器械運動の指導において研修会で受講したい種目）





20 代 30 代 40 代 50 代以上
27.7% 34.5% 17.6% 20.2%
表 1 - 1 ．性別（n：120） 表 1 - 2 ．年代（n：120）
教員経験年数
5 年未満 5 ～ 10年未満 10年～ 20年未満 20年以上
16.7% 29.2% 21.6% 32.5%
表 1 - 3 ．教員経験年数（n：120）
調査項目 1
器械運動 陸上競技 水泳 武道 ダンス 球技 体つくり運動
38.5% 5.1% 3.8% 14.1% 29.6% 3.8% 5.1%




表 2 - 2 ．調査項目 2 ：指導しやすい器械運動の種目（n：120）
調査項目 3
伸膝前転 後転 伸膝後転 倒立 倒立前転 側方倒立回転 ロンダード
39.4% 1.0% 1.9% 23.1% 13.5% 10.6% 10.5%
表 2 - 3 ．調査項目 3 ：指導が難しいマット運動の技（n：120）
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調査項目 4
そう思わない あまりそう思わない まあそう思う そう思う
3.3% 24.2% 27.5% 45.0%
表 2 - 4 ．調査項目 4 ：器械運動の指導における研修会参加希望の有無（n：120）
2 ．「性別、年代、教員経験年数」と各調査項目
　表 3 の性別、年代、教員経験年数及び各調査項目間との関係をみるために、χ2乗検定を行った。その結果、表
4 - 1 の性別と指導しにくい運動領域（p=.02**、調整済み残差：男性のダンス2.4、女性のダンス-2.4）、表 4 - 2 の性
別と指導が難しいマット運動の技（p=.03**、調整済み残差：男性の伸膝前転2.8、倒立-2.6、女性の伸膝前転-2.8、倒
立2.6）との間に有意な関係が認められ、その他の調査項目との間には関係が認められなかった。次に、表 5 - 1 の年
代と研修会の参加希望の有無（p=.00**、調整済み残差：20歳代のそう思う2.4、あまりそう思わない-3.3、 40歳代のま
あそう思う2.2、50歳代のそう思う-2.9、あまりそう思わない4.3）、表 5 - 2 の年代と研修会で受講したい器械運動の
種目（p=.02**、調整済み残差：20歳代のマット運動2.1、跳び箱運動-2.0、50歳代のマット運動-2.8、跳び箱運動3.0）
との間に有意な関係が認められ、その他の調査項目との間には関係が認められなかった。最後に、表 6 - 1 の教員経
験年数と研修会の参加希望の有無（p=.02**、調整済み残差： 5 年未満のそう思う2.5、あまりそう思わない-2.2、 20年




n：120 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5
性別 .02** .12 .03** .06 .48
年代 .07 .89 .55 .00** .02**
年数 .07 .73 .63 .02** .04**
（χ2検定、**p<.05）
（n：120） 器械運動 陸上競技 水泳 武道 ダンス 球技 体つくり運動
男性 人数 18 2 3 2 19 3 2
調整済み残差 -.1 -.5 1.4 -.3 2.4** 1.4 -.5
女性 人数 12 2 0 9 4 0 2
調整済み残差 .1 .5 -1.4 .3 -2.4** -1.4 .5
表 4 - 1 ．性別と指導しにくい運動領域との関係
（χ2検定：調整済み残差**）
調査項目 5
無回答 マット運動 跳び箱運動 鉄棒運動
4.7% 58.9% 31.7% 4.7%
表 2 - 5 ．調査項目 5 ：器械運動の指導において研修会で受講したい種目（n：120）
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（n：120） 伸膝前転 後転 伸膝後転 倒立 倒立前転 側方倒立回転 ロンダード
男性 人数 32 0 2 9 7 7 5
調整済み残差 2.8** -1.3 1.1 -2.6** -.9 .2 -1.1
女性 人数 9 1 0 15 7 4 6
調整済み残差 -2.8** 1.3 -1.1 2.6** .9 -.2 1.1
表 4 - 2 ．性別と指導が難しいマット運動の技との関係
（χ2検定：調整済み残差**）
表 5 - 1 ．年代と研修会の参加希望の有無との関係
（n：120） そう思わない あまりそう思わない まあそう思う そう思う
20歳代
人数 1 1 17 14
調整済み残差 -.1 -3.3** .9 2.4**
30歳代
人数 2 10 15 14
調整済み残差 .7 .0 -1.3 1.2
40歳代
人数 0 4 14 3
調整済み残差 -.9 -.6 2.2** -1.5
50歳代以上
人数 1 14 8 1
調整済み残差 .3 4.3** -1.3 -2.9**
（χ2検定：調整済み残差**）
（n：120） マット運動 跳び箱運動 鉄棒運動
20歳代
人数 24 6 2
調整済み残差 2.1** -2.0** -.2
30歳代
人数 22 14 3
調整済み残差 -.2 .4 .2
40歳代
人数 13 5 3
調整済み残差 .7 -.9 1.5
50歳代以上
人数 7 12 0
調整済み残差 -2.8** 3.0** -1.5
表 5 - 2 ．年代と研修会で受講したい器械運動種目との関係
（χ2検定：調整済み残差**）
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表 6 - 1 ．教員経験年数と研修会参加希望の有無との関係
（n：120） そう思わない あまりそう思わない まあそう思う そう思う
5 年未満
人数 0 1 9 10
調整済み残差 -.9 -2.2** .0 2.5**
5 ～10年未満
人数 2 5 15 13
調整済み残差 .9 -1.6 -.3 1.5
10～20年未満
人数 1 7 12 6
調整済み残差 .2 .4 .1 -.6
20年以上
人数 1 16 18 4
調整済み残差 -.3 3.0** .2 -2.9**
（χ2検定：調整済み残差**）
（n：120） マット運動 跳び箱運動 鉄棒運動
5 年未満
人数 12 5 2
調整済み残差 .5 -.7 .7
5 ～10年未満
人数 27 5 2
調整済み残差 3.1** -2.6** -.3
10～20年未満
人数 10 14 1
調整済み残差 -1.9 2.7** -.7
20年以上
度数 17 14 3
調整済み残差 -1.7 .7 .3























































































　　性別　　 1 ．男　　　 2 ．女
　　年代　　 1 ．20代　　 2 ．30代　　 3 ．40代 　 4 ．50代以上
　　教職経験年数（常勤・非常勤の講師経験も含む）
　　 1 ． 5 年未満　　　　　       2 ． 5 年以上～10年未満
　　 3 ．10年以上～20年未満　　 4 ．20年以上
　問 1 　指導しにくい運動の領域に順位を 3 つ付けて下さい。
　　器械運動【　　】　　　陸上競技【　　】　　　水泳【　　】　　　武道【　　】　　　





　　後　転　【　　】　　　開脚後転　　【　　】    　   伸膝後転　【　　】　　　
　　三点倒立【　　】　　　壁倒立　　　【　　】    　   倒　立　　【　　】　　　
　　倒立前転【　　】　　　側方倒立回転【　　】 　　　ロンダード【　　】
　問 4 　器械運動の指導法における研修会の機会があれば参加する。
　　 1 （そう思わない）　 2 （あまりそう思わない）　 3 （まあそう思う）　 4 （そう思う）
　問 5 　研修会において学びたい種目に順位を付けて下さい。
　　マット運動【　　】　　　跳び箱運動【　　】　　　鉄棒運動【　　】
　問 6 　マット運動の指導において難しいと思う点を記述して下さい。
